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α
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F
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『
濁
逸
に
お
け
る
政
治
思
潮
の
成
立
』

　
　
　
i
一
七
七
〇
年
か
ら
一
八
一
五
年
迄
の
諸
問
題
ー

　
緒
言
、
所
謂
「
ご
一
Φ
U
①
自
富
魯
Φ
国
旨
騎
Φ
」
が
、
思
想
界
の
各
分
野
に
お
い

て
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
、
封
象
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
際
に
、
そ
の
課
題
の
中

に
本
質
的
に
内
在
す
る
伏
線
と
し
て
、
碩
學
マ
イ
ネ
ッ
ケ
に
よ
つ
て
ペ
ト
ー

ネ
ソ
さ
れ
た
≦
①
一
昏
ゆ
吋
鵬
o
詳
仁
菖
と
、
2
g
試
o
昌
帥
尻
富
辞
の
ト
昌
試
ロ
o
日
冨

な
二
元
的
性
格
、
及
び
ク
ロ
ー
チ
エ
の
指
摘
す
る
留
富
“
＜
o
ロ
頃
o
冨
量
5

と
、
O
Φ
貯
ぴ
ε
ロ
譲
鉱
日
胃
の
二
面
的
な
精
紳
－
換
言
す
れ
ば
、
ゲ
ル
マ

ソ
的
世
界
の
二
要
素
4
が
存
在
し
、
そ
の
二
面
的
精
紳
が
ド
イ
ツ
近
代
思
想

史
を
深
く
基
本
的
伏
線
と
し
規
定
づ
け
て
い
る
こ
と
は
、
再
読
を
要
し
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
由
主
義
の
2
9。
菖
8
巴
一
〇
。
富
旨
昌
晦
“
理
論
と
し
て
の
純

埣
性
の
喪
失
n
、
ウ
ィ
ー
ン
會
議
後
の
自
由
派
（
け
凶
ぴ
霞
巴
）
と
民
主
涯
（
U
o
、

目
o
ぼ
辞
）
の
動
向
H
傳
統
派
と
西
厭
派
の
分
離
封
立
H
、
へ
ー
ゲ
ル
哲
學
に

紹
介
と
批
評

お
け
る
左
右
へ
の
分
裂
展
開
の
過
程
、
こ
れ
ら
一
遽
の
ド
イ
ツ
的
特
有
問
題
に

一
般
に
封
決
す
る
時
、
そ
れ
ら
が
各
々
次
元
を
異
に
す
る
領
域
の
間
題
で
あ
る

と
L
て
も
、
そ
れ
ら
を
包
擁
す
る
U
①
目
言
9
Φ
国
轟
鐙
Φ
の
精
紳
史
的
背
景
に

お
い
て
は
、
さ
き
に
掲
げ
た
二
碩
學
の
指
向
す
る
理
念
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ソ
と

考
え
て
も
愛
當
し
な
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
基
盤
肚
會
に
お
け
る
問
題
性
を
、
最
も
潔
刻
に
内
在
し
つ
つ

形
成
展
開
し
、
今
世
紀
の
三
十
年
代
に
お
い
て
、
ナ
チ
ス
革
命
を
招
來
し
た
ド

イ
ツ
政
治
思
潮
の
研
究
は
、
「
未
完
成
な
市
民
革
命
」
と
一
般
に
呼
稽
さ
れ
て
い

る
三
月
革
命
の
分
析
考
察
H
例
え
ば
、
国
，
国
轟
昌
①
昌
霞
ひ
q
”
9
Φ
留
暮
甲

o
げ
Φ
閑
Φ
〈
o
一
q
建
o
β
μ
o
o
戯
o
o
●
一
〇
H
鱒
　
＜
・
　
＜
巴
Φ
冒
試
冒
“
　
O
Φ
oo
o
げ
一
〇
ゲ
け
Φ
山
Φ
同

山
Φ
g
ぴ
の
o
げ
Φ
図
①
〈
〇
一
仁
試
o
β
H
o
Q
戯
Q
o
～
H
o
o
蔭
O
　
自
国
α
Φ
一
〇
〇
〇
〇
～
o
o
一
●
閃
．
ω
6
帥
q
①
ー

一
日
9
目
昌
”
　
0
0
0
N
陣
㊤
一
Φ
9
口
山
b
O
一
一
6
帥
oo
O
げ
Φ
　
O
Φ
o
o
O
げ
凶
O
ゲ
一
①
山
Φ
目
国
①
〈
O
一
9
叶
帥
O
口

く
O
β
　
H
o
o
戯
o
o
●
一
㊤
一
“
●
国
■
O
ご
Φ
N
白
即
冒
ロ
“
　
U
勘
Φ
　
O
Φ
彊
叶
功
o
ぴ
Φ
冒
卜
村
げ
o
評
o
り

ぎ
α
霞
図
Φ
ぐ
o
ぼ
試
o
ロ
＜
o
β
H
o
o
戯
o
o
●
冨
誘
等
々
”
と
し
て
、
第
一
次
大
職

を
契
機
に
革
命
史
學
の
領
域
に
お
い
て
は
、
相
當
贋
範
園
に
開
拓
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
（
歴
史
學
研
究
コ
圭
ハ
號
所
載
矢
田
俊
隆
「
一

八
四
八
年
－
四
九
年
の
ド
イ
ッ
革
命
の
研
究
に
つ
い
て
」
参
照
）
。
　
し
か
し
、

覗
角
を
墜
え
て
精
紳
史
の
観
黙
か
ら
こ
の
問
題
に
立
入
つ
た
も
の
は
、
マ
イ
ネ

ッ
ケ
の
前
記
「
世
界
市
民
主
義
と
國
民
國
家
」
以
後
、
あ
た
か
も
マ
イ
ネ
ッ
ケ

の
勢
作
が
、
こ
の
問
題
に
罰
す
る
最
終
的
な
決
定
版
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象

を
與
え
、
そ
の
後
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
国
粧
ε
臥
8
ざ
N
恵
訂
9
ほ
琉
叶
に

個
々
の
断
片
的
間
題
を
取
扱
つ
た
も
の
以
外
は
、
膣
系
的
著
作
に
接
し
う
る
機

會
が
な
い
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
廣
く
思
想
史
學
、
並
に
杜
會
脛
濟
史
學
の
研
究
の

五
三

（
三
四
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

成
果
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
政
治
思
想
史
學
の
領
域
に
お
い
て
も
、
ユ
ニ
ー

ク
な
方
法
論
に
よ
つ
て
、
2
8
げ
留
ロ
犀
Φ
冒
の
封
象
と
な
つ
て
し
か
る
べ
き
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
取
撃
げ
た
男
く
筥
冨
く
9
の
著
述
「
一
七
七
〇
年
よ
り

一
八
一
五
年
に
至
る
ド
イ
ツ
政
治
諸
思
潮
の
成
立
」
は
、
邉
般
の
意
昧
よ
り
し

て
も
、
政
治
史
と
精
紳
史
に
架
橋
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
螢
作
は
詐
贋

さ
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
自
一
〇。
8
ユ
oQ
9
ら
寓
置
o
。
9
Φ
仁
昌

一
山
①
Φ
躍
霧
。
匿
魯
些
9
①
瀬
叶
冨
。
鐸
g
晩
目
島
叶
雷
富
び
㊦
一
ま
Φ
醤
＝

冒
①
営
鱒
目
自
o
増
西
3
濡
①
舅
」
（
毛
①
一
夢
母
的
Φ
詳
q
ヨ
仁
目
画
2
辞
随
o
昌
薗
房
苗
暮

H
旨
P
＜
3
薯
o
旨
N
β
目
N
乏
①
津
①
⇒
卜
β
自
90
ひ
q
Φ
）
と
の
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
方
法
論

の
一
端
を
購
承
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　
ヴ
ァ
ル
ヤ
ヴ
ェ
ク
は
、
そ
の
緒
言
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
史
學
が
現
在
の
状
態

に
當
面
し
て
、
ド
イ
ッ
の
政
治
的
獲
展
の
起
源
と
本
質
を
間
題
覗
す
べ
き
特
別

な
機
會
に
常
面
」
て
い
る
」
（
＜
8
類
o
詳
）
　
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
二
度
の
世

界
大
職
の
渦
中
の
中
心
に
位
置
し
て
主
役
を
演
じ
、
ナ
チ
ス
猫
裁
政
治
を
騰
瞼

し
、
職
後
は
束
西
に
分
裂
し
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
質
的
、
封
立
的
、
雫
闘

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
の
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
が
、
そ
の
傳
統
的
に

縷
承
し
て
來
た
「
ド
イ
ッ
的
問
題
」
と
男
お
筥
9
Φ
嵩
零
蜜
津
（
異
邦
人
支

配
）
と
い
う
二
軍
の
内
外
（
ぎ
6
暮
o
。
宣
①
）
の
間
題
に
直
面
し
て
い
る
現
状
に

お
い
て
、
著
者
自
ら
披
歴
し
た
こ
の
種
の
研
究
の
積
極
的
意
義
と
し
て
、
　
「
温

故
知
新
」
と
も
い
う
べ
き
現
代
的
意
義
が
そ
の
根
底
に
横
た
わ
つ
て
い
る
と
も

い
え
よ
う
。

　
内
容
の
紹
介
に
先
立
ち
、
嘗
著
の
構
成
を
一
括
し
嘗
初
に
提
示
し
て
見
よ
う

と
思
う
。

「
田
巳
Φ
一
言
ロ
槻
」
に
引
績
き
、
本
論
は
左
の
五
章
に
分
け
ら
れ
て
あ
る
。
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
三
五
〇
）

O
歪
昌
臼
即
㎎
2
μ
●
　
（
目
）
即
Φ
讐
昌
㎎
Φ
ロ
画
o
o
o
℃
o
罵
註
の
9
Φ
ロ
周
o
詳
o
o
o
ぼ
騨
訂

く
o
嬬
嵩
o
o
O
●
（
目
）
U
一
Φ
即
①
＜
o
ご
試
o
F
　
（
塁
）
U
霞
O
Φ
鮫
①
目
o
Q
風
Φ
一
Φ
5

国
o
扇
①
署
暮
才
一
。
。
g
房
巨
q
勾
窪
蓉
一
〇
戸
（
く
）
U
器
N
①
詳
巴
け
霞
2
㌣

b
o
一
Φ
o
ロ
o
o
・
で
あ
り
、
「
国
図
犀
葭
器
」
及
び
「
卜
目
ぽ
εo
ロ
晦
」
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
e

　
「
序
読
」
に
お
い
て
は
、
當
初
に
第
一
次
世
界
大
職
か
ら
の
必
然
的
な
派
生

的
要
請
と
し
て
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
政
窯
史
研
究
が
そ
の
端
緒
を
開
き
、
労

旨
Φ
冒
Φ
良
Φ
　
の
諸
螢
作
（
例
え
ぼ
N
霞
O
①
。
o
o
霞
9
審
q
霧
鰭
審
冨
ロ

審
q
冨
9
Φ
ロ
男
鷲
富
写
霧
①
賢
O
Q
“
露
N
●
O
図
く
口
囲
（
お
旨
）
）
は
政
窯
獲
展

史
の
解
明
と
、
そ
の
基
礎
構
造
の
分
析
研
究
を
助
成
し
、
　
9
〈
o
目
劇
Φ
一
〇
司

（
9
Φ
餌
ロ
隷
躍
①
①
置
需
ざ
諾
Φ
ミ
彗
貯
臼
評
詳
o
＝
ロ
零
雪
ゆ
①
銃

鋭
鵠
舘
什
冒
（
譲
①
崔
き
o
Q
o
富
巳
凶
9
Φ
国
9
貯
Φ
一
ヨ
巴
爵
o
扇
Φ
堵
鉾
ぞ
Φ
p

u
Φ
臭
①
資
u
Φ
辞
。
。
g
Φ
弓
の
富
辞
琶
民
Φ
暮
零
ざ
評
暮
Φ
凶
雲
。
。
論
津
）
。

客
冒
帥
ロ
昌
Φ
一
g
（
U
器
ざ
房
①
署
辞
貯
Φ
U
o
目
犀
Φ
巨
　
ω
o
旺
〇
一
〇
吼
の
魯
o

閃
Φ
凶
霞
凝
Φ
鋸
g
譲
①
鼠
露
α
Φ
の
げ
韓
o
u
団
の
魯
后
。
一
憲
。
。
9
窪
U
㊦
臭
Φ
扇

帥
昌
U
o
o
訂
o
乞
帥
ロ
山
”
　
》
唇
岳
く
　
騰
郎
り
の
o
N
富
一
≦
一
器
Φ
一
属
o
げ
鱒
津
葺
邑
ω
o
－

巴
巴
宕
弊
欝
■
＜
自
（
一
総
刈
）
）
等
の
諸
墨
者
の
研
究
に
よ
つ
て
、
保
守
主
義

の
名
霧
Φ
潮
三
5
と
そ
の
形
成
過
程
の
研
究
が
な
さ
れ
、
員
国
8
9
き
Φ
彊

（
国
＆
o
罵
缶
曙
日
g
乱
9
①
卜
目
h
習
内
①
q
Φ
。
Q
匹
霧
。
。
冨
魯
Φ
目
＝
げ
Φ
轟
緊

幽
弩
量
鼠
酵
畠
窪
出
Φ
旨
只
お
。
。
ω
）
）
は
・
ド
イ
ツ
古
典
自
由
主
義
、
就
中
R
・

ハ
イ
ム
に
つ
い
て
、
高
く
評
贋
さ
る
べ
き
著
作
を
公
刊
し
、
又
、
缶
●
O
旨
富
目

（
一
W
Φ
目
旨
ロ
暢
Φ
ロ
娼
民
良
Φ
国
℃
0
9
害
α
①
o
。
冨
巳
岱
g
Φ
9
舘
誌
。
富
賢

ピ
凶
げ
Φ
轟
房
ヨ
島
置
U
Φ
暮
零
乞
餌
巳
目
区
b
3
島
Φ
目
自
N
e
＜
（
一
り
一
〇
）
〉



に
よ
つ
て
、
自
由
主
義
及
び
議
會
主
義
に
到
し
て
観
察
が
試
み
ら
れ
、
解
放
験

雫
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
迄
の
自
由
主
義
の
綜
合
的
研
究
、
並
に
｝
〇
一
一
試
o
。
魯
臼

国
辞
げ
o
目
N
粧
旨
窃
の
成
立
期
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
　
弾
る0
9
賢
餌
び
巴
に
よ

つ
て
提
起
（
U
①
暮
の
。
冨
O
霧
。
試
魯
審
一
日
冨
『
ぎ
導
5
昌
Φ
詳
・
国
お
ぎ
霞
㎎

一
鴇
G
o
●
勺
o
一
一
試
o
o
9
Φ
吋
国
鉾
げ
o
一
一
N
謎
筥
q
o
o
一
旨
≦
α
詳
げ
Φ
】
β
び
Φ
目
瞬
窪
oo
N
ロ
目

㍉
魯
冨
一
〇
〇
蕊
。
国
8
讐
霞
㎎
冨
留
。
）
さ
れ
た
等
。
從
來
の
研
究
史
の
概
略
を

記
し
て
い
る
（
ψ
い
～
戯
）
。

　
し
か
る
に
、
以
上
の
諸
研
究
に
お
い
て
も
、
一
般
に
プ
ロ
シ
ャ
改
革
期
前
、

及
び
一
七
八
九
年
前
の
政
治
的
稜
展
運
動
に
つ
い
て
は
顧
慮
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
等
閑
に
附
さ
れ
、
又
ナ
ポ
レ
オ
ソ
の
支
配
期
と
の
關
連
に
つ
い
て
も
追
究

さ
れ
ず
に
放
置
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
（
ω
’
蒔
～
㎝
）
、
こ
の
領
域
を
研

究
劃
象
と
す
べ
き
積
極
的
な
意
義
は
、
十
九
世
紀
の
自
由
民
槽
蓮
動
の
起
源
を

な
す
母
胎
の
理
解
を
充
賓
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
全
て
の
政
治
思
潮
の
償
値
到

籔
の
た
め
に
は
、
こ
の
分
野
の
考
察
が
大
い
に
寄
與
す
る
所
で
あ
る
旨
を
述
べ

て
い
る
。
こ
の
研
究
の
成
果
と
し
て
コ
七
七
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
、
漸
次

政
治
諸
思
潮
が
現
わ
れ
て
來
た
と
い
う
こ
と
、
啓
蒙
主
義
の
意
昧
に
お
い
て
の

『
進
歩
の
理
念
』
が
政
治
的
領
域
に
適
慮
し
て
來
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
自
由
・
民
主
主
義
蓮
動
の
動
向
は
、
フ
ラ
ソ
ス
に

お
け
る
二
月
革
命
の
前
夜
以
來
、
そ
の
自
己
の
濁
自
性
と
運
動
の
客
騰
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
始
め
た
こ
と
、
保
守
主
義
も
自
由
主
義
と
同
様
に
一
七
八
九

年
に
そ
の
端
緒
を
有
し
、
八
O
年
代
に
お
い
て
啓
蒙
主
義
と
秘
密
結
肚
に
封
す

る
職
い
に
よ
つ
て
そ
の
理
念
が
喚
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
革
命
の
瞠
瞼

と
ロ
ー
マ
ン
主
義
蓮
動
の
衝
動
は
、
保
守
主
義
の
活
動
を
よ
り
廣
範
園
に
展
開

せ
し
め
た
こ
と
、
・
』
等
」
（
ω
●
口
）
を
述
べ
、
「
一
八
一
五
年
前
に
現
わ
れ
た
公

紹
介
と
批
評

的
生
活
の
政
治
化
（
一
般
昆
衆
の
政
治
的
關
心
の
喚
起
）
の
開
始
と
、
政
治
思

潮
の
主
流
の
形
成
に
つ
い
て
提
示
す
る
こ
と
、
及
び
こ
の
試
論
に
よ
つ
て
い
く

ら
か
で
も
政
窯
前
史
に
照
明
を
與
え
、
政
治
思
潮
の
生
成
を
そ
の
起
源
か
ら
一

八
一
五
年
に
至
る
迄
追
究
し
、
そ
こ
に
お
い
て
立
憲
的
談
會
主
義
の
賢
施
並
び

に
政
治
的
諸
集
團
の
形
成
過
程
を
解
開
さ
せ
る
」
（
ψ
甘
）
目
的
を
、
本
書
の

ア
ウ
フ
ガ
ー
べ
が
捲
つ
て
い
る
旨
読
い
て
い
る
。

ω

　
さ
き
に
示
し
た
當
著
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
、
更
に
詳
細
に
こ
こ
に
提
示

し
、
そ
の
後
全
般
に
亙
つ
て
著
者
の
積
極
的
な
主
張
及
び
論
黙
に
中
心
を
お
い

て
取
撃
げ
、
総
括
的
に
紹
介
す
る
の
が
便
宜
で
も
あ
り
、
課
題
に
野
す
る
著
者

の
眞
意
を
損
わ
な
い
最
善
の
方
法
か
と
思
わ
れ
る
。

　
第
一
章
「
基
礎
論
」
は
、
啓
蒙
主
義
と
自
由
主
義
（
第
一
節
）
啓
蒙
専
制
主

義
に
封
す
る
抵
抗
（
第
二
節
）
の
二
項
目
に
分
け
ら
れ
、
第
二
章
「
一
七
八
九

年
前
の
政
治
的
進
展
の
激
動
」
は
、
自
由
主
義
諸
傾
向
（
第
一
節
）
及
び
急
進

的
激
動
の
諸
徴
候
（
第
二
節
）
、
第
三
章
「
革
命
」
に
お
い
て
は
、
革
命
と
ド

イ
ツ
自
由
黙
（
第
一
節
）
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
蓮
動
（
第
二
節
）
、
肚
會
主
義
的
諸

傾
向
（
第
三
節
）
、
集
團
形
成
の
役
割
（
第
四
節
）
、
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
（
第
五

節
）
の
各
項
目
に
よ
つ
て
細
読
さ
れ
て
い
る
。

　
更
に
第
四
章
「
O
O
唱
田
甘
巴
霞
保
守
主
義
と
反
動
」
で
は
、
初
期
保
守
主

義
的
諸
集
團
と
そ
の
諸
前
提
（
第
一
節
）
、
啓
蒙
主
義
と
一
七
八
九
年
前
の
秘
密

諸
團
騰
に
到
す
る
闘
雫
（
第
二
節
）
、
反
革
命
蓮
動
（
第
三
節
）
、
國
民
主
義
思

潮
（
第
四
節
）
が
扱
わ
れ
、
第
五
章
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
」
に
お
い
て
は
、
憩
聖

ロ
ー
マ
帝
國
（
U
器
巴
6
Φ
閃
Φ
ざ
プ
）
の
崩
壌
（
第
一
節
）
、
ラ
イ
ソ
同
盟
期
の

五
五

（
三
五
一
）



紹
介
と
批
評

自
由
的
絶
勤
主
義
（
第
二
節
）
、
エ
ス
タ
ー
フ
イ
ヒ
と
プ
・
イ
セ
ン
（
第
三
節
）
、

自
由
主
義
綱
領
の
生
成
（
第
四
節
）
、
展
望
（
第
五
節
）
に
詳
論
さ
れ
、
以
上
に

よ
つ
て
本
論
の
内
容
を
形
成
L
て
い
る
。
「
国
蔦
q
冨
Φ
」
、
「
卜
＝
ぴ
き
晩
」
と
し

て
、
本
論
か
ら
離
れ
て
追
録
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
各
々
十
編
ず
つ
程
牧
録

さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
で
、
主
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
若
干
を

提
示
し
て
お
こ
う
。

（
一
）
2
あ
審
蒔
Φ
ロ
q
臼
国
鶏
ヨ
♂
Φ
目
鴨
鼠
犀
Φ
弓
一
唐
ピ
響
幡
Φ
q
Φ
o
o
ド
c
隠
・
F

一
8
む
ご
ど
民
①
詳
の
．
（
b
⊃
）
卜
垢
び
聾
目
自
8
N
芭
Φ
問
Φ
o。
試
讐
渥
α
Φ
o
。

宙
8
g
審
轟
も
冨
轟
げ
Φ
堕
（
。
。
）
臣
亀
鴨
犀
観
詳
Φ
困
卜
富
。
一
暮
富
営
窃
目
畠

2
9
。
試
o
｝
邑
8
鷺
餓
。
。
Φ
暮
p
・
試
・
p
（
。
o
）
凶
帥
匿
且
鳴
鮫
臼
駁
Φ
富
ぎ
Φ
O
①
、

oo

Φ
一
H
o
q
魯
母
審
ロ
ー
以
上
国
図
貯
β
冨
①
所
牧
f
　
（
一
）
目
騨
槻
Φ
び
q
魯
q
霧

国
即
冨
冒
茜
震
○
ぴ
o
轟
犀
o
ロ
器
胃
9
簿
の
問
o
賞
日
き
α
閃
Φ
ロ
Φ
ざ
（
一
刈
試
1

一
〇
〇
“
Q
o
）
（
＜
自
）
U
①
旨
駐
o
腎
一
ま
N
一
目
琶
霞
唐
き
霧
9。
b
国
ε。
一
。
。
霞
ピ
Φ
o
b
o
5

H
一
。
蓼
霞
9
Φ
卜
霧
巧
α
魯
。
。
Φ
α
①
。
。
N
Φ
詳
巴
叶
Φ
冨
盲
q
臼
①
鼠
凝
一
一
。
笑
Φ
騨

一
ぼ
霞
閃
Φ
湿
ヨ
ゼ
旨
養
（
墳
呂
～
爬
）
（
＜
目
）
国
暮
を
薮
胤
①
首
霞
ω
。
ぼ
一
諌

α
Φ
o
。
ミ
§
】
霞
oo
。
ぼ
一
津
。
塵
廿
亀
①
房
孚
き
N
図
彗
霞
評
ロ
Φ
目
菖
㊦
目
9
σ

ご
筥
。
ε
旨
騨
富
ざ
算
Φ
ロ
α
Φ
目
0
9
巴
臣
o
昌
O
Φ
oq
Φ
一
一
曽
富
津
豊
（
旨
旨
）
（
図
H
）

U
①
嘗
零
ぼ
一
陣
①
日
①
。
。
d
夷
①
轟
冨
曇
Φ
b
ご
O
げ
霞
鳴
ざ
ぎ
Φ
の
①
。
。
Φ
濠
9
－

畦
け
曾
言
ω
鼠
彗
①
．
．
（
語
一
～
量
（
屡
一
）
O
び
Φ
目
＜
Φ
目
貯
。。
。
。
琶
暢
お
協
－

自
β
①
ロ
冒
台
ロ
嵩
斜
霧
霧
鼠
簿
o
b
（
罷
旨
）
ー
以
上
》
冒
ヶ
斜
巨
晩
所
牧
1

ー
等
、
當
該
領
城
に
お
い
て
、
未
開
拓
の
部
面
を
研
究
す
る
た
め
の
資
料
と
し

て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
著
者
の
努
力
は
高
く
許
贋
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日

五
六

（
三
五
二
）

　
著
者
ヴ
ァ
ル
ヤ
ヴ
ェ
ク
は
、
本
論
に
お
け
る
一
七
七
〇
年
來
一
八
一
五
年
ま

で
の
個
々
の
歴
史
的
諸
事
實
n
具
麗
的
個
別
問
題
一
全
般
を
通
じ
て
、
箪
に
記

述
的
歴
史
學
の
方
法
と
し
て
把
捉
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
を
理
解
す
る
た

め
の
統
一
的
、
中
心
的
観
黙
“
抽
象
的
一
般
論
”
と
し
て
、
「
基
礎
論
」
を
設
定

L
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
基
礎
論
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
諸
問
題
が
、
具

膿
的
、
個
別
的
間
題
と
ど
の
よ
う
に
關
蓮
づ
け
ら
れ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
基

礎
論
に
お
け
る
圃
式
に
沿
つ
て
、
個
々
の
歴
史
的
事
實
を
庭
理
し
て
ゆ
く
方
法

が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
紹
介
の
中
心
を
基
礎
論
に
求
め
れ
ば
、

著
者
の
こ
の
課
題
に
封
庭
す
る
構
想
、
及
び
個
々
の
歴
史
的
事
賢
を
把
捉
し
、

整
序
す
る
臨
片
的
思
考
の
軌
跡
が
、
い
く
ら
か
で
も
理
解
で
き
る
か
と
思
わ
れ

る
。
「
自
由
主
義
と
啓
蒙
主
義
と
の
關
連
」
の
節
に
お
い
て
、
「
自
由
主
義
蓮
動

の
精
紳
的
護
展
の
起
鮎
は
、
啓
蒙
主
義
で
あ
り
、
自
由
主
義
と
啓
蒙
主
義
と
の

聞
に
は
、
時
期
的
に
或
は
叉
精
紳
構
造
の
面
に
お
い
て
分
岐
線
を
示
し
得
な
い

程
爾
者
の
傾
向
は
相
互
に
混
交
し
て
い
る
。
凡
そ
十
八
世
紀
の
七
〇
年
代
に
啓

蒙
王
義
は
、
自
由
主
義
、
並
に
民
主
主
義
の
中
に
到
別
し
難
く
移
行
し
て
來
た

の
で
あ
り
、
政
治
的
進
歩
の
観
念
は
、
啓
蒙
王
義
に
勤
す
る
封
立
隅
念
で
は
な

く
、
む
し
ろ
啓
蒙
主
義
の
承
縫
観
念
で
あ
る
。
」
（
ψ
一
q
）
と
自
由
主
義
の
理
念

が
啓
蒙
主
義
に
そ
の
獲
展
の
土
壌
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
、
啓
蒙
主
義
の
各
國

に
お
け
る
特
色
を
述
べ
、
そ
れ
の
ド
イ
ッ
版
が
形
成
せ
ら
れ
る
過
程
を
論
じ
、

そ
の
特
色
、
並
に
機
能
に
つ
い
て
、
　
「
そ
れ
は
人
間
進
歩
の
理
念
に
到
す
る
信

仰
で
あ
り
、
國
家
的
、
文
化
的
、
宗
敏
的
生
活
及
び
そ
の
他
に
お
け
る
秩
序
の

中
心
原
理
と
し
て
の
理
性
観
念
は
、
他
の
諸
國
に
お
い
て
も
共
通
な
も
の
で

あ
つ
た
。
…
…
國
家
と
肚
會
の
關
係
に
つ
い
て
も
啓
蒙
主
義
は
新
し
い
展
開
を

示
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
の
二
元
的
超
自
然
的



構
造
に
勤
す
る
甥
立
的
構
造
の
形
成
が
こ
れ
に
外
な
ら
な
い
。
自
然
法
と
沸

法
と
の
關
係
は
、
H
・
グ
・
チ
ウ
ス
以
卒
徹
底
的
な
解
明
が
な
さ
れ
、
C
・
ト

マ
ジ
ウ
ス
以
來
、
法
と
道
徳
の
關
係
も
考
究
さ
れ
た
。
國
家
と
法
律
は
、
啓
蒙

主
義
に
よ
つ
て
自
然
的
所
與
の
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
紳
的
秩
序
の
湛
出

物
と
し
て
で
は
な
く
、
合
目
的
な
理
性
的
な
生
活
を
螢
む
こ
と
が
可
能
な
た
め

の
國
家
と
の
『
契
約
』
に
よ
つ
て
結
ば
れ
た
人
間
の
崇
高
な
行
爲
の
所
産
と
し

て
償
値
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
ω
・
岩
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
啓
蒙
主
義
は
無
意
識
の
う
ち
に
國
家
と
法
律
観
念
に
つ
い
て
世
俗
化
を
行

い
、
こ
の
こ
と
は
、
國
家
灌
能
の
制
限
を
意
味
し
、
國
家
に
關
し
て
濁
自
な

「
自
由
主
義
的
」
問
題
が
提
起
せ
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
絶
封

主
義
國
家
は
、
軍
に
物
質
的
分
野
の
み
な
ら
ず
、
高
度
の
要
求
と
し
て
政
治
、

紅
會
、
文
化
の
領
域
に
入
り
込
み
つ
つ
、
政
治
的
、
精
稗
的
領
域
の
世
俗
化
を

な
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
少
く
と
も
自
律
的
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
合
理
化
と
、
世
俗
化
か
ら
國
家
は
内
外
と
も
に
罐
力
増
大
の
結
果
を
導
き

出
し
た
が
、
臣
民
も
ま
た
こ
の
韓
同
に
よ
つ
て
、
彼
ら
の
利
釜
を
實
現
で
き
る

結
果
を
誘
出
で
き
た
所
の
時
代
の
要
請
で
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

國
家
と
肚
會
が
人
間
の
創
造
物
と
し
て
贋
値
づ
け
ら
れ
る
時
、
こ
の
領
域
の
間

題
を
合
理
的
、
且
つ
批
判
的
に
取
扱
う
こ
と
は
臣
民
も
又
資
格
あ
る
も
の
で
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
」
（
ω
』
）
。
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
主
義
の
二
重
作
用
は
、
一
方

に
お
い
て
國
家
の
自
律
的
世
俗
化
を
促
し
、
他
方
、
理
法
は
國
家
の
從
厨
者
に
、

か
れ
ら
の
諸
擢
利
を
獲
得
す
る
た
め
の
武
器
を
供
給
し
た
の
で
あ
る
（
ω
』
一
～

bo

鵠
）
。
換
言
す
れ
ば
、
從
來
の
啓
蒙
主
義
と
絶
劃
主
義
の
結
び
つ
き
は
、
十
八

世
紀
中
葉
以
來
解
浴
過
程
を
辿
り
、
灌
威
信
仰
の
残
腹
の
上
に
諸
杜
會
階
級
が

現
わ
れ
て
衆
る
。
同
時
に
又
教
會
灌
の
分
野
に
も
急
進
的
世
界
観
が
現
わ
れ
、

紹
介
と
批
評

且
叉
、
生
成
過
程
に
あ
る
保
守
主
義
の
反
革
命
勢
力
が
侵
入
す
る
と
い
う
事
態

が
生
ず
る
。
保
守
主
義
は
、
啓
蒙
主
義
を
制
限
す
る
た
め
に
、
教
會
纏
力
と
同

盟
す
る
と
い
う
活
動
を
始
め
、
こ
こ
に
お
い
て
、
一
般
に
言
わ
れ
る
保
守
主
義

を
支
柱
と
す
る
王
権
と
教
會
権
の
結
合
6
起
源
が
あ
り
、
一
八
一
五
年
以
後
顯

在
化
し
て
く
る
（
ω
』
刈
～
ω
o
。
）
。
更
に
、
前
述
し
た
絶
封
主
義
國
家
の
機
能
に

よ
る
國
家
自
瞠
の
合
理
主
義
化
の
過
程
に
つ
い
て
、
著
者
は
プ
ー
フ
ェ
ソ
ド
ル

フ
（
ω
薗
日
g
①
一
頃
g
審
ロ
9
ほ
旨
器
～
逡
）
及
び
、
ヴ
ォ
ル
フ
（
O
ぼ
冒
鉱
㊤
目

ゑ
o
馬
濡
諺
～
旨
騒
）
の
主
騰
的
役
割
を
述
べ
、
そ
れ
ら
の
啓
蒙
期
哲
學
者
の

影
響
の
も
と
に
、
「
そ
の
後
の
法
律
學
及
び
政
治
観
は
そ
れ
ら
に
よ
つ
て
力
強
い

刺
戟
と
影
響
を
う
け
た
」
旨
述
べ
て
い
る
（
ω
●
凹
～
9
）
。

　
啓
蒙
主
義
に
封
し
て
の
自
由
主
義
、
保
守
主
義
の
ド
イ
ツ
各
邦
に
お
け
る
展

開
状
況
を
詳
読
す
る
著
者
は
、
更
に
観
鮎
を
宗
敏
的
領
域
に
移
行
す
る
。
す
な

わ
ち
、
宗
教
的
感
情
に
お
い
て
禁
欲
的
紳
秘
主
義
的
反
動
の
傾
向
を
示
し
、
保

守
的
傾
向
の
強
い
敬
慶
主
義
（
霊
Φ
試
o
。
9
拐
）
の
成
立
過
程
を
記
述
し
、
こ
の

敬
慶
主
義
と
啓
蒙
主
義
と
の
關
連
、
叉
絶
封
主
義
國
家
と
の
間
題
に
つ
い
て
、

左
記
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
敬
塵
主
義
は
、
新
政
治
状
況
の
成
立
に
關
し
て
、
道
徳
的
立
場
か
ら
の
要

請
と
、
更
に
そ
の
集
團
形
成
の
作
用
と
に
よ
つ
て
常
に
間
接
的
な
意
義
を
澹
つ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
敬
慶
主
義
の
多
檬
な
「
教
會
外
の
所
蒔
集
會
」
（
閑
o
ロ
，

お
旨
障
巴
）
に
お
い
て
は
、
階
級
的
、
或
は
身
分
的
な
差
別
を
認
め
な
か
つ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
傳
統
的
な
批
會
的
秩
序
を
震
撚
す
る
面
に
お
い

て
寄
與
し
た
の
で
あ
る
。

　
敬
慶
主
義
は
、
無
制
限
な
政
治
的
忠
誠
観
念
に
傾
い
て
い
た
こ
と
は
事
實
で

あ
つ
た
が
、
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
お
い
て
、
進
歩
的
活
動
の
傾
向
と
相
接
隅
し

五
七

（
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五
三
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た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
の
敬
慶
主
義
は
、
傳
來
の
教
會
正
統
派
を
解
騰
す
る
機

能
過
程
に
お
い
て
、
プ
・
テ
ス
タ
ン
ト
蓮
動
の
盛
ん
な
諸
地
方
に
お
け
る
啓
蒙

主
義
の
爾
後
の
展
開
行
路
を
間
接
的
に
準
備
し
た
の
み
で
な
く
、
同
時
に
又
宗

教
的
個
人
主
義
に
よ
つ
て
、
個
々
人
の
世
界
観
的
解
放
に
期
せ
ず
し
て
道
を
開

い
た
の
で
あ
る
。
又
そ
れ
は
、
政
治
と
の
關
連
に
お
い
て
國
家
的
事
態
の
批
到

を
成
就
し
た
の
で
も
あ
つ
た
。

　
敬
慶
主
義
嚢
は
、
憩
に
よ
る
所
與
の
も
の
と
し
て
の
現
存
の
勉
會
的
、
國
家

的
状
態
を
認
識
し
、
又
敬
意
を
彿
う
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
決
し
て
肯
定
し
な

い
の
み
か
、
む
し
ろ
内
在
精
神
的
な
敬
度
性
の
強
度
に
よ
つ
て
、
且
叉
、
内
在

的
面
に
お
い
て
間
隔
の
あ
る
啓
蒙
専
制
主
義
の
合
理
的
支
配
を
制
限
し
、
叉
し

ば
し
ば
憎
悪
を
さ
え
以
て
問
題
祀
し
た
の
で
あ
る
。

　
十
八
世
紀
の
敬
慶
主
義
者
は
、
政
治
的
な
面
に
お
い
て
は
消
極
的
で
あ
つ
た

こ
と
は
事
賢
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
全
膿
的
な
生
活
範
園
を
彼
ら
の
高
い
道
徳
的

要
求
に
規
準
を
お
い
て
測
定
す
る
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
が
宗
教
的
罪
悪
の
オ
ル

ガ
ニ
ス
ム
と
し
て
、
精
憩
的
に
感
じ
て
い
る
所
の
「
世
界
」
と
協
定
を
結
ぶ
こ

と
を
拒
絶
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
臨
念
し
な
か
つ
た
。
」
（
OQ
。
蜜
～
臼
）
の

で
あ
り
、
側
面
に
お
い
て
啓
蒙
主
義
の
獲
展
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ

ス
革
命
が
何
故
典
型
的
な
革
命
状
態
を
展
開
し
た
か
に
關
し
て
、
著
者
は
、
フ

ラ
ン
ス
箪
命
勃
叢
の
當
時
に
お
い
て
は
、
不
浦
足
な
脛
濟
的
基
盤
が
あ
つ
た
こ

と
、
叉
こ
の
よ
う
な
基
盤
に
封
し
て
、
耽
會
保
障
の
敏
陥
、
貴
族
間
の
反
目
封

立
、
成
長
過
程
に
あ
る
市
民
の
自
己
意
識
、
の
諸
黙
に
つ
い
て
論
ず
る
。

　
常
著
に
お
い
て
、
著
者
の
主
要
な
る
論
鮎
を
絡
括
的
に
取
上
げ
て
み
れ
ば
、

次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
由
主
義
蓮
動
の
濫
膓
は
、

フ
ラ
ソ
ス
革
命
に
由
來
せ
ず
し
て
、
む
し
ろ
も
つ
と
以
前
の
啓
蒙
主
義
時
代
に

五
八
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あ
る
こ
と
、
叉
自
由
、
民
主
蓮
動
の
み
な
ら
ず
、
肚
會
主
義
も
十
八
世
紀
中
葉

期
に
そ
の
濫
賜
の
存
在
す
る
こ
と
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
著
者
は
個
々
の
小
領
邦

（
円
Φ
霞
詳
o
覧
Φ
ロ
）
の
壮
會
賦
勢
の
緊
迫
化
と
、
絶
到
主
義
の
不
嘗
な
抑
匪
を

指
摘
し
、
小
領
邦
に
お
け
る
農
民
一
揆
等
に
こ
の
貼
を
見
出
し
、
そ
の
際
に
精

紳
的
プ
・
レ
タ
リ
ヤ
ー
ト
、
知
識
階
級
の
批
會
的
浮
遊
性
に
注
目
し
て
い
る
。

更
に
保
守
主
義
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
啓
蒙
思
潮
と
の
關
蓮
に
お
い
て
派
生
し
て

く
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
著
者
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
保
守
思
潮
の
初
期
的
形

態
を
、
一
七
七
四
年
以
後
の
ラ
イ
y
河
澹
岸
都
市
マ
イ
ン
ツ
に
お
い
て
稜
見
す

る
。　

保
守
主
義
の
耽
會
的
基
礎
を
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
普
及
し
て
い
る

諸
邦
に
お
い
て
は
、
瀞
學
者
と
、
哲
學
者
（
就
中
プ
・
イ
セ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ン
地

方
）
が
形
成
し
、
ハ
ノ
ヅ
ァ
ー
に
お
い
て
は
貴
族
に
よ
つ
て
形
成
せ
ら
れ
た
こ

と
、
こ
れ
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
に
お
け
る
フ
ラ
ソ
ス
の
状
態
と
同
檬
に
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
世
界
観
的
、
宗
教
的
側
面
の
保
守
的
衝
動
が
現
わ
れ
た

こ
と
、
又
保
守
主
義
思
潮
は
、
帥
秘
的
、
神
話
的
、
且
つ
加
う
る
に
非
合
理
的

思
惟
傾
向
に
よ
つ
て
そ
の
精
碑
史
的
支
柱
を
見
出
し
、
更
に
・
ー
マ
ソ
主
義
的

傳
統
意
識
に
よ
つ
て
、
確
立
せ
ら
れ
て
く
る
こ
と
、
そ
し
て
以
上
の
こ
と
は
、

保
守
主
義
と
歴
史
主
義
の
初
期
的
段
階
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

そ
の
他
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
會
の
動
向
並
に
各
邦
に
お
け
る
プ
・
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
の
役
割
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
L
て
、
著
者
は
綜
括
的
に
、
ド

イ
ツ
國
民
思
想
は
、
異
國
支
配
の
時
代
に
お
け
る
図
き
菖
鴨
薯
日
ロ
に
も
拘

ら
ず
、
常
初
は
自
主
的
思
潮
は
獲
展
も
せ
ず
、
且
又
、
政
治
的
諸
傾
向
の
面
に

お
い
て
、
敷
果
的
影
響
も
獲
得
し
え
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
解
明
し
て
い

る
。



　
叉
、
ド
イ
ッ
國
民
は
、
政
治
的
進
歩
の
理
念
に
つ
い
て
、
す
で
に
非
常
に
早

い
時
期
に
お
い
て
關
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
　
「
政
治
的
進
歩
の
理
念
」

に
つ
い
て
、
國
民
の
「
権
利
と
自
由
の
理
念
」
に
つ
い
て
、
更
に
又
「
肚
會
的

間
題
の
解
決
」
に
つ
い
て
、
且
又
「
傳
統
の
維
持
」
に
つ
い
て
、
等
に
關
す
る

意
識
は
、
ド
イ
ツ
國
民
に
お
い
て
軍
な
る
「
楡
入
品
」
に
よ
る
の
で
な
く
、
國

民
自
瞠
の
内
在
的
問
題
と
し
て
喚
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
國
民
の
政
治

意
識
は
、
西
厭
國
民
の
そ
れ
と
は
異
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
一
七

七
〇
年
か
ら
一
八
一
五
年
の
四
〇
年
飴
の
期
間
に
お
い
て
、
こ
の
政
治
的
課
題

は
高
度
に
意
識
せ
ら
れ
て
い
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
鮎
に
お
い
て
、

薯
者
の
こ
の
分
野
に
關
す
る
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
ポ
レ
ー
ミ
ッ
シ
ュ

な
、
積
極
的
な
主
張
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
こ
と
に
著
者
の

指
摘
し
た
諸
観
馳
、
就
中
、
ド
イ
ッ
間
題
に
饗
す
る
自
主
的
把
握
の
必
要
性
は
、

輪
入
思
想
を
未
消
化
の
ま
ま
に
う
け
い
れ
、
そ
れ
に
惑
溺
し
て
し
ま
う
我
が

國
の
知
識
階
級
に
と
つ
て
も
、
多
く
の
反
省
を
促
す
も
の
と
信
ず
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
田
眞
鋤
）
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